
第６学年３組 国語科学習指導案 

指導者 佐藤 博臣 

１．日時・場所 平成２９年６月１４日（水） 第５校時 １３：３０～１４：１５ ６年３組教室 

 

２．単元名  伝えよう とっておきの 百合丘 ～思いが伝わるように工夫して書こう～ 

 

３．単元のねらい 

（１） 単元目標 

  相手に百合丘のよさを知ってもらうために、自分の思いが伝わるように簡単に書いたり、詳しく書

いたりする。 

（２） 指導事項：書くこと 

  ウ 事実と感想、意見などを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり、詳しく書い

たりすること。 

（３）言語活動 

  自分達の住んでいる百合丘について、相手に紹介する文章を書く。 

 

４．評価規準 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 言語についての知識・

理解・技能 

・自分の住んでいる地域について、相手

に自分の思いを明確に伝えるために簡

単に書いたり、詳しく書いたりしようと

している。（ウ） 

・自分の住んでいる地域につい

て、自分の思いを明確に伝えるた

めに簡単に書いたり、詳しく書い

たりしている。（ウ） 

・文や文章を書く際に、

用いた言葉が適切で

あるかどうかを感じ

取りながら書いてい

る。（イ(カ)） 

 

５．単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「忘れられない言葉」（１２月実施） 

＊目的や意図に応じて書く事柄を収集し、

整理して書く。 日常活動 

朝会の話のまとめ  行事の振り返り 

季節の言葉  私の〇月 

本単元 

「伝えよう とっておきの 百

合丘」 

（６月実施） 

＊目的や意図に応じて簡単に書

いたり、詳しく書いたりする。 

「未来がよりよくあるために」（９月実施） 

＊文章全体の構成の効果を考えて書く。 

「この絵、私はこう見る」（１１月実施） 

＊表現の効果などについて確かめたり工夫

したりする。 



６． 単元設定の理由 

（１）児童の実態 

 ６年生の児童は、物語文の感想を書いたり、文章の要旨を理解し、文章構成に気を付けてまとめたり

することができている子が多い。しかし、似たり寄ったりの文章になってしまうことがある。一部には、

相手や目的に応じて工夫して書くことが苦手な児童もいる。 

 今回は、川崎市の小学校６年生に、自分の住んでいる百合丘で自分の思いを明確に伝えるために簡単

に書いたり、詳しく書いたりする活動を設定した。自分の思いを大切にすることで、紹介するものが限

定されないことや、自分の思いがあるからこそ、「紹介したい」という気持ちがわいてくると考えた。 

完成した文章を他の小学校の児童と交流することで、自分の知らない川崎市の様子を知れることはも

ちろん、違う学校の児童同士で書いた文章を通して、伝え合う喜びを感じてほしいと考えている。 

 

（２）学年の目指す子ども像と本単元について 

・根拠を明確にした自分の考えをもち、伝え合う喜びを感じながら分かりやすく伝えることができる。 

・相手の意図をとらえ、それに対する考えをつなぐことで、互いに高め合うことができる。 

 本単元では、自分の住んでいる地域について、相手に自分の思いを明確に伝えるために簡単に書いた

り、詳しく書いたりする中で、相手に自分の思いが伝わるように書くことを設定している。一人一人紹

介したい場所や場面は異なるが、どうしてその場所や場面を紹介したいのか、根拠を明確にするように

授業を進めていくようにする。 

 

７． 単元について 

【研究内容１】主体的な学習を促すための言語活動の設定 

 ○自分の思いを伝える 

 自分の思いを相手に伝えるという言語活動を設定することで、児童が「伝えたい」という思いがわい

てくると考えた。 

 

 〇他の小学校６年生と交流する 

 他の小学校６年生の児童が川崎市のことを知りたいということを伝えることで、児童が自分たちの住

んでいる地域について教えたいという思いをもてると考えた。 

 

 〇「とっておきの 百合丘」 

 自分だけが知っている百合丘を伝えるという言語活動から、自分が伝えたいことを体験を入れてより

詳しく書くことができると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【研究内容２】確かな言葉の力をはぐくむための指導と評価 

 ◆本単元で評価したい子どもの姿 

＜３～６時間目＞ 

自分の紹介したい場所や場面についての情報を集めたものから、簡単に書くところや詳しく書く

ことを決める。同じテーマでも伝えたいことが異なることに気付き、自分が紹介したいことを明確

にし、簡単に書くところと詳しく書くところを区別させていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容３】日常的な言語活動の継続 

 本校では、朝会で先生が話をする時間がある。それを聞いて、先生がどんな話をしたか（事実）、話を

聞いて自分がどう思ったか（感想）をまとめる活動を行っている。毎回行っているので、事実と感想が

区別してまとめられるようになってきている。また、あまり時間をかけずにできるようになってきた。 

 他にも、「私の○月」という、月ごとに振り返りをする活動では、各月を漢字や俳句や川柳などで表す

活動を行っている。「季節の言葉」では、「自分が春を感じるときはどんなときか」について書き、交流

を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的や意図に応じて簡単に書いたり、詳しく書いたりするために付箋を分類している。【書ウ】 

 僕は、「自然が多い」というテーマ

で弘法の松公園のことについて体験

を入れて詳しく書こう。子ども文化

センターや檜山公園は紹介だけにし

て、簡単に書こう。 

 私は、「自然が多い」というテーマで檜山公園

でのことについて体験を入れて詳しく書こう。

子ども文化センターや弘法の松公園のことは、

説明を少し入れて簡単に書こう。 



８．指導計画 

次 時 評価規準【】と評価
方法☆ 

学習活動 ・指導上の留意点 

一  

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

〇教師のモデル文を聞く 

〇モデル文を聞いて、気付いたことを

発表する。 

 

〇川崎市の他の小学校６年生に紹介す

ることを知る。 

 

〇学習計画を立てる。 

 

〇クラスで百合丘のイメージを考え、

イメージマップを作る。 

・歴史を感じる 

・安全な町 

・自然が多い 

 

○前時でできたイメージマップ（テー

マ）からさらに深めていく。 

・歴史を感じる→高石神社 

・安全な町→交番がある・点字ブロッ

クがある 

・自然が多い→公園が多い・木々が多 

      い 

○自分の紹介したい場所や場面を決

め、イメージマップに印をつける。 

 

〇イメージマップから付箋に書き起こ

す。 

 

 

 

 

・字数制限があることを伝

える。 

 

 

 

 

 

 

・思い浮かばないときは、

副読本を使って、イメージ

するようにする。 

 

 

 

・伝えたいテーマは一つに

し、伝えたいテーマから広

げていけるようにする。 

・紹介することは、学区探検

で行った範囲とする。 

・イメージマップを広げ、

体験やエピソードが入って

いくように確認する。 

 

 

・イメージマップを使い、

実際に教師と数枚付箋を

作る。 

二  

 

３ 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分の紹介したい場所や場面につい

て、付箋を分類する。 

・紹介するテーマは「自然が多い」 

・弘法の松公園、檜山公園、子ども文

化センターの公園のグループに分けよ

 

 

・同じテーマを紹介する文

章をもう１種類紹介（1時間

目で読んだものと異なる文

章）し、簡単に書いていると

ころと詳しく書いているこ

自分の紹介したい場所や場面を決めよう。 

自分の紹介したい場所や場面についての文章を書こう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の住んでいる

地域について、自分

の思いを明確に伝え

るために簡単に書い

たり、詳しく書いた

りすることができ

る。（ウ） 

【書】 

☆原稿用紙 

う。 

 

○分類した付箋を見合い、詳しく書く

ところ、簡単に書くところがはっきり

しているかを児童同士で確認する。 

・弘法の松公園での体験を詳しく書く

から、情報が多くなっているね。 

・「弘法の松公園では、植物を観察した

り、友達と昆虫を捕まえたりしたこと

があったな。あの時に捕まえた昆虫は

大きく成長したな。」この体験は入れよ

う。 

・子ども文化センターや檜山公園のこ

とは、簡単に書くから説明だけにしよ

う。 

○付箋を並べ替える。 

・始めと最後は、自分のテーマを入れ

よう。 

・中の始めには簡単に書くことをまと

め、詳しく書くところは後の方に書こ

う。 

○付箋から文章に書くときに気をつけ

ることを確認する。 

 

 

○下書きを書く。 

 

○下書きを仕上げる。 

○相手に紹介する文章を作る。 

とを区別していることに気

をつけさせる。 

・モデル文や付箋を掲示し、

簡単に書くところと詳しく

書くところが視覚的にわか

るようにする。 

・１時間目に紹介したモデ

ル文を思い出させ、簡単に

書くところ、詳しく書くと

ころを整理させる。 

 

 

 

・詳しく書くところの情報

が足りない場合は、情報を

付け足すようにする。 

 

 

 

 

・自分の選んだテーマは最

初と最後、もしくは最後に

入れるようにする。 

 

・相手に伝える文章なので、

文章のつなぎ方に気をつけ

るようにする。 

 

三  

 

７ 

・自分の住んでいる

地域について、相手

に自分の思いを明確

に伝えるために簡単

に書いたり、詳しく

書いたりしようとし

ている。（ウ） 

【関】 

☆完成した文章 

 

 

○出来上がった文章をグループで見合

い、必要に応じて手直しをする。 

 

 

 

 

○文章を完成させる。 

 

 

・誤字・脱字、言葉遣いを中

心に確認するようにする。 

 

完成した文章を見合おう。 



９．本時の展開（３／８） 

（１）目標  

 伝える相手のことを考えて、自分の伝えたいことを整理する。 

（２）展開 

評価規準【】評価方法

☆ 

学習活動 指導上の留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の伝えたいことを

整理している。 

【書】 

☆付箋を貼った用紙 

１． 自分の伝えたいことを確認する。 

 

２． 本時のめあてを確認する。 

 

 

３． 教師のモデル文を見る。 

・モデル文には、体験から始まっている

けどいいのかな。 

・相手は、自分の伝えたいことを知らな

いから説明の文章が必要だね。 

 

 

 

 

 

 

４． 自分の付箋を整理する。 

・紹介するテーマは「自然が多い」。弘法

の松公園、檜山公園、子ども文化センタ

ーの公園のグループに分けよう。弘法の

松公園での体験を伝えたいから、檜山公

園、子ども文化センターのことは、簡単

に説明しよう。 

・紹介するテーマは「自然が多い」。弘法

の松公園での体験を伝えたいけど、相手

は弘法の松公園は知らないから、その前

に弘法の松公園の説明を入れよう。 

 

５． 友達と付箋を見合う。 

・弘法の松公園での体験を伝えたいん

だね。だから、他の公園のことは簡単に

説明しているんだね。 

・弘法の松公園は、相手は知らないから、

説明も必要だね。 

 

 

 

 

 

・始めに説明がなく、体験から

始まる文章を見せる。 

・場所を知らない相手に伝える

ときに必要なことを考えさせ

る。 

・実際に付箋を操作しながら説

明する。 

・伝えたいテーマと内容が合っ

ているか確認する。 

・１時間目では見せなかったモ

デル文も紹介する。 

 

・ノートに貼ってある付箋から

ワークシートへ整理させる。 

・相手に伝えたいことは、自分が

体験したこととつながるの

で、それ以外の部分が簡単に

書かれていることを確認す

る。 

 

・相手は、自分の伝えたい場所に

ついて知らないので、説明が

必要なことを確認する。 

 

・友達の伝えたいところが分か

るか確認する。 

・相手のことを考えられている

か、また自分のとっておきの

百合丘の紹介ができているか

自分の伝えたいことを整理しよう。 



６．  

７． 活動を振り返り、次時の見通しを

もつ。 

・弘法の松公園で体験したことを相手に

伝えたいので、他の公園のことは簡単に

書きました。 

・相手は弘法の松公園のことを知らない

ので、弘法の松公園での体験を伝える前

に、説明を書きました。 

確かめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 


